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1.1 .1 .1 .1 .　はじめに　はじめに　はじめに　はじめに　はじめに
　福岡市は、地理的にユーラシア大陸との経済・文化
交流の結節点としての性格をもっている。また近年福
岡市は東部の香椎地区が、都市再生緊急整備地域に指
定され、福岡市副都心計画とともに注目されている。
ここはまた、アジア産業交流拠点であるアイランドシ
ティに隣接する地区でもある。今後、香椎地区の発展
を考える上で、様々な国の人々の観点を計画に取り入
れることが重要と思われる。
　そこで本研究では、香椎駅を含む地区の街路を対象
とし、留学等で福岡在住の外国人の目を通してこの地
区を診断し、街路景観の計画に寄与し得る情報を得る
ことを目的とする。
2.2.2.2.2.　方法　方法　方法　方法　方法

（（（（（11111）））））調査方法調査方法調査方法調査方法調査方法　　　　　
　調査期間は2003年10月25日（土）～2003年12月
25日（木）である。デジタルカメラ（SONYMVC－ＦＤ
200）を一人に一台貸し出し、それぞれ自由に50枚程
度香椎駅近辺を撮影してもらった。また、１枚撮影す
るごとに、その理由や意見を記録し、さらに撮影時の
場所を地図に記入してもらった。
　調査対象街路として、香椎駅周辺のセピア通り・み
ゆき通り・キラキラ通りを選んだ（図-1）。
　被験者は、外国人男性9名、女性11名であった。な
お比較のため日本人（男性11名）にも同様の手順で
調査を行った。
（（（（（22222）））））教示教示教示教示教示
　調査の際に被験者に与えた教示は次の通りである。
「調査の方法は、音声収録機能付カメラ、マビカを用
いて、香椎駅周辺の写真を1人50枚程度写真に撮影
してください。撮影対象は、好きなところ・嫌いなと
ころ・善いところ・悪いところ・綺麗なところ・汚い
ところ・気に入っているところ・文化の違いを感じた
ところ・印象的なところ等、何でもかまいません。写
真１枚ごとに感想や撮影の理由を配布の用紙に記入し
てください。撮影時の場所を写真番号で地図に記入し
てください。また撮影する道順は配布された地図に記
載された番号順通りに行ってください」

（（（（（33333）））））分析方法分析方法分析方法分析方法分析方法 ----- コンテントコンテントコンテントコンテントコンテント・・・・・アナリシスアナリシスアナリシスアナリシスアナリシス
　分析者4名が写真と意見の記録からそれぞれの主対
象、評価および、撮影理由を判断して集計を行う。そ
れぞれの意見に不一致がみられたときは、4人で議論
し、分類を修正する。
33333　結果　結果　結果　結果　結果
　撮影された写真は、1432 枚である（外国人被験者

905枚、日本人被験者527枚）。

　外国人被験者の最も撮影頻度が高い主対象は「店
舗」の23.2％であり（図-2）、日本人被験者は4.5％
と約20％の差がある（図-3）。反対に日本人で最も撮
影頻度が高い主対象は「サイン」の13.3％であり、外
国人の4.3％と比べ10％程度多い。
　被験者の評価の割合は、外国人の場合、肯定意見
39.9％、否定意見23.3％、中立意見36.9％であり、肯
定意見の割合が高い。日本人は肯定意見35.7％、否定
意見45.7％、中立意見19.0％であり、否定意見の割
合が高い（図-4）。
　外国人被験者の否定意見の中で頻度が最も高い主対
象物は、「建物（16.1％）」であり、次に「店舗（13.3
％）」、「電柱・電線（9.2％）」、「広告（9.2％）」の順
である（図-5）。外国人は「建物」や「店舗」の外観

図－図－図－図－図－ 11111 　対象地区の街路と撮影時の進路　対象地区の街路と撮影時の進路　対象地区の街路と撮影時の進路　対象地区の街路と撮影時の進路　対象地区の街路と撮影時の進路
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に対する否定意見の割合が高い。一方、日本人被験者
の否定意見の中で頻度が最も高い主対象物は「サイン
（12.5％）」であり、次に「自動車（9.8％）」、「道（9.4
％）」、「広告（8.8％）」の順である（図-6）。日本人は
「サイン」や「自動車」など、香椎の交通問題に対し
ての否定意見の割合が高いことがわかる。
　両被験者とも「デザイン」を撮影理由にした写真が
多い（図-7と8）。この理由に伴う外国人被験者の肯
定意見は45.8％、否定意見は27.5％、中立意見は26.8
％である（図-9）。一方、日本人被験者は肯定意見が
47.7％、否定意見が35.5％、中立意見が16.7％であ
る。このように「デザイン」に関する否定意見は総じ

て少ないことがわかる。
4 .4 .4 .4 .4 .　おわりに　おわりに　おわりに　おわりに　おわりに
　以上のようにJR香椎駅周辺は、外国人被験者には比
較的よい印象を、日本人被験者には比較的わるい印象
をもたれていることがわかった。この地区の今後の潜
在的発展性が示唆される。また外国人の目をより重視
するならば、交通機能よりむしろ商業施設・建物の改
善を優先すべきと考えられる。
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